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睾丸欠損症の12例
金沢大学医学部泌尿器科学教室（主任：黒田恭一教授）
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ABSENCE OF TESTES： 11 CASES OF MONORCHISM
       AND 1 CASE OF ANORCHISM

   Kazuyoshi NAKAJiMA， Einosuke NAKAsmTA，

     Mitsuo OHKAwA and Kyoichi KuRoDA

From彦heエ）ePartment of Urology， School of Medicine， Kanazawa Univer吻
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  Last 10 years （1970－1979）， 11 cases of monerchism and 1 case of anorchism werc diagnosed out

of the 158 cases of the operations for cryptorchism．

  During the eifnpvra tions of the 11 cases of rr．］ionorchism， both the ’y－as defereiili一 and epididymis were

identified in 3 cases， only the vas deferens was identified in 5 cases， both tTne vas deferens and epididymis

were absent in 3 cases．

  One case of anorchism， the vas deferens was identified bilaterally， but no epididymis was found．

緒 言

 睾丸欠損症は従来比較的まれな疾患といわれてきた．

が，停留睾丸手術の増加とともに，最：近その報告例は

増加しつつある．本邦においても，自験例も含め単睾

丸症の報告は150例を越え，また無睾丸症は10例を数

えるD．われわれは金沢大学医学部泌尿器科において，

1970年1月から1979年12月までの10年間に，単睾丸

症11例，無睾丸症1例の計12例の睾丸欠損症を経験し

たので，若干の文献的考察を加えて報告する．

自験例の概略

 自験正2例の概略はTable l，2に示した．

 玉）年齢

 10歳未満9例，10歳代1例，20歳代1例，40歳代1

例であり，その平均年齢はll．3歳であった．

 2）患側

 単睾丸症ll例のうち左側8例，右側3例であった．

 3）生下時体重

 生下時体重では，症例6は2000gで未熟児であ

り，また症例8は妊娠8ヵ月目の早産であったが，両

者ともその後の発育は正常であった．他の10例は満期

安産で，生下時体重に異常は認められなかった．

 4）尿中17－KS，尿中i7－OHCS

 尿中17－KSは12例中7例に，また尿中17－OHCSは

12門中6例に測定したが，全例正常範囲内であった．

 5）H（〕Gテスト

 12例申2例にH（】Gテストを施行したが，いずれ

も無反応であった．

 6）妊娠申母親に対するホルモン剤投与の有無

 4例はホルモン剤投与の有無は不明であったが，明

らかにホルモン剤の投与を受けたと思われる例は認め

られなかった．

 7）尿路奇形

 12例全例にIVPを施行したが，いずれも異常所見

は認められなかった．

 8）精管および副睾丸の有無

 単睾丸症11例のうちで，睾丸のみの欠損が3例，睾

丸および副睾丸の欠損が5例，睾丸，副睾丸および精

管がともに欠損していたものが3例であった．症例11

は無睾丸症例であるが，両側とも睾丸および副睾丸の
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中嶋・ほか：睾丸欠損症

欠損した例であった．

 9）その他の合併症、

 症例4において，対側の陰嚢水瘤が認められた．他

の10例では対側睾丸に異常はなく，また外性器に異常

が認められた症例はなかった．

 10）睾丸欠損症の年度別発生頻度

 各年度における停留睾丸手術例数，および睾丸欠損

症号数をTable 3に示した．これによれば10年間の

停留睾丸に対する手術は158例であり，う． ｿ12例（7。6

％）に睾丸欠損症が認められた．停留睾丸に対する手

Table 3
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 X線学的検査：KUB， IVP，逆行性尿道造影，およ

び排尿時膀胱尿道造影で尿路系の異常は認められなか

った．またトルコ鞍のX線検査でも異常は認められな

かった．以上の所見より両側の腹部停留睾丸の疑いで，

1979年4月11日，GOF全麻下に手術を施行した．

 手術所見：内鼠径輪の上方，一部後腹膜腔まで検索

したが，睾丸を確認できなかった．両側精管は外鼠径

輪を通り，陰茎根部付近の陰嚢内までの走行が確認さ

れ，その先端に右側10×5×3mm，左側7×4×3mm

大の睾丸を思わせる弾性軟の組織が認められた．この

一部を左右1か所ずつ生検し，左右の陰嚢内にそれぞ

れ固定した．精索は両側とも認められなかった．

 病理組織所見1睾丸を思わせた組織は左右とも

fibrous tissueで，睾丸および副睾丸組織は認められ

なかった。

 術後経過：経過は順調で，ig79年・1月21日に退院し

た．

計 158

考 察

12（7，6％）

術において睾丸欠損症が発見された割合は，1970年か

ら1974年までの5年間では57例中2例（3．5％）であっ

たが，1975年から1979年までの5年間では101例中10

例（9．9％）であった．つぎに無睾丸症（症例11）につ

いて報告する．

症

患者：5歳，男子．

初診：1979年3月24日．

主訴：両側陰嚢内容の欠如．

例

 家族歴・既往歴：特記すべきことなし．

 現病歴：満期安産，生写時体重30009．1歳検診時

に両側陰嚢内容の欠如を指摘され，経過を観察してい

たが，陰嚢内容の下降が認められないため当科を受診

した．

 現症：陰茎は仮性包茎で，外尿道口は正常．両側陰

嚢内容は欠如し，鼠径管内にも触知されなかった．

 諸検査成績：血液化学検査，および尿検査では異常

は認められなかった．染色体は46XY型であった．

尿中ゴナドトロピン6m．u．u．／day以下，血中HCG

6．61．U／1J血中テストステロン5 ng／dl．

 睾丸欠損症の報告例は最近増加しつつあるが，その

理由として，造精機能の問題，睾丸三二の発生率の問

題などから，積極的な手術が行なわれるようになった

ことに一因しているものと考えられる．Borrowら2）

は睾丸欠損症の頻度を調査し，単睾丸症は男子5000

人に1人，無睾丸症は男子20000人に1人の割合でみ

られたと述べている．

 Levittら3）は手術による睾丸欠損症の診断について，

精索の盲端が存在する場合は確定診断としてよいが，

精管の盲端または副睾丸が存在して睾丸が明らかでな

い場合は，睾丸欠損症とは断定できず，後腹膜腔およ

び腹腔内の検索が必要であると述べている．これに対

して市川ら4）は，睾丸が認められないで，副睾丸もし

くは精管のみが陰嚢内に確認された場合には，内鼠径

輪付近の検索が必要であるが，それでも睾丸が発見で

きない場合には，睾丸欠損症と診断してよいと述べて

いる，同様に，石戸ら1）は，理想的には後腹膜腔の検

索が行なわれるべきであるが，実際には占考に小児が

多いこと，手術侵襲の問題などから，内鼠径輪および

精管，きらに精索血管の存在すべき部位の近傍にも睾

丸が見い出せない時には，一部後腹膜腔までの検索に

止めていると述べている．われわれの症例では，必ず

しも全例に後腹膜腔までの広範囲な検索は行なわれて

いない．「しかし臨床的には睾丸の検索には限度があり，

今回の診断は市川ら，石戸らの報告に準じて行なっ

た．

 停留睾丸の手術時に睾丸欠損症が発見される割合に
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ついて，Grossら5）は停留睾丸手術1222例中37例（3．0

％）に睾丸欠損症が認められたと報告している．一方，

本邦における睾丸欠損症の報告は，停留睾丸手術の

5～10％とするものが多く，欧米と比較してやや高率

となっている1）．最近，石戸ら1）は岡山大学泌尿器科

における35例の停留睾丸手術で，9例（25・7％）に睾

丸欠損症が認められたと報告している．自験例では，

最近10年間の停留睾丸手術158例のうちで，12例（7・6

％）に睾丸欠損症が発見されたが，最近5年閥に限れ

ば，その発見率は9．9％であった（Table 3）．   、

 単睾丸症における患側は，左側が多いことが知られ

ている．本邦においては，吉本ら6），石戸ら1）の計130

例の集計では，左側92例，右側38例で，その比は2・4

：1であった．自験ll例では左側8例，右側3例で，

その比は2．7：1であった．

 Grumbach7）は睾丸の発育障害を性腺発生障害と性

腺発生異常という面から，つぎのように分類した．1）

gonadal aplasia－critical stage以前の性器の発生障

害によるもので，Turner症候群はこれに含まれる．

2）agonadism一外陰部の発育が充分に行なわれる前

にgonadが消失し，小さなphallusが存在するも

の，3）congcnital anorchia with pseudohermaphro－

ditism一男性仮性半陰陽のことで，外陰部の形成が完

結する前にgo舩dが消失したもの，4）congenitaI

anorchia一外陰部まで完全に男性型になった後に，

gonadの消失がおこったもので，両側の場合は類宙

官症になる，5）retentio testis一自験II例目の無睾丸

症は上記分類の4）に相当するものと考えられる．

 睾丸欠損症の病因として，吉本ら6）は，1）胎児の

内分泌異常，2）母体の内分泌異常，3）X線障害，4）

胎児の外傷，5）流行心耳下腺炎，6）梅毒，7）循環

障害，の7点を発症に関与しうる因子としてあげてい

る．またGoldbergら8）は，睾丸が下降する胎生期

7ん9か月頃に精索の捻転により，血流が途絶えると

考えるのが原因として自然であろうと述べている．

 井川ら9）は本症を副睾丸，および精管の有無によっ

て，1～III型に分類した．それによると，1型は睾丸

のみの欠損，II型は睾丸と副睾丸の欠損， III型はII型

にさらに精管の欠損を伴うものである．これに準じて

分類すると，吉本らによる本邦99例の単睾丸症は，1

型24例（24．2％），II型49例（49．5％）， III型26例（26，3

％）となるという6）．また自験11例の単睾丸症において

は，1型3例（27．3％），II型5例（45．4％）， III型3例

（27．3％）となる．なお症例11は無睾丸症例であるが，

両側とも井川らの分類のII型に相当した．

 睾丸欠損症の合併症について，石戸ら1）は本邦148例

を集計した・それによると造精機能障害が8例（5．4％）

と最も多く，以下対側停留睾丸6例（4・1％），精嚢欠

損4例の順であった．自験例では，症例4に対側の陰

嚢水瘤が認められたが，理学的所見，IVP，排尿時膀

胱尿道造影で異常が認められた症例はなかった．

       結     語

 金沢大学医学部泌尿器科において，最：近10年聞に経

験した単睾丸11症例，無睾丸症1例の計12例の睾丸欠

損症を報告するとともに，若干の文献的考察を加え

た．
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